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ところで、徳川家康が引き起こした戦争はなんでしょうか。多分関ケ原ですね。

東軍指導者・指揮官
本隊
￼ 徳川家康
￼ 黒田長政
￼ 浅野幸長
￼ 井伊直政
￼ 福島正則
￼ 細川忠興
ほか

中山道軍
￼ 徳川秀忠
￼ 榊原康政

対上杉守備隊
￼ 最上義光
￼ 伊達政宗
￼ 結城秀康

大津城守備隊
￼ 京極高次

他のクラスや、学年からも、図書委員は輩出されていた。山田上川が、ボケーッとしていたら、ある人が、蔵書を手にしていた。その人は声をあげた。｢あ。徳川家康だ。｣山田上川は何か言った。
｢徳川家康ですか。｣前川もいた。前川は言った。
｢徳川家康って誰。｣
山田上川｢人間ではありますね。ご存知の通り。｣
前川｢話題の出汁に過ぎない。｣
山田上川｢めかぶって結構出汁にもなるんですよ。｣さて、徳川家康だ って 言った人の名前は、上田山崎(うたやさ)であった。彼は何事か発言した。以下の様に。
｢関ケ原以降に徳川家康戦争してんのかなぁ。｣
山田上川｢調べればどうですか？｣
上田山崎｢えーっとねー、｣

関ヶ原での本戦が東軍の大勝利で終わったその日、家康は首実検の後、大谷吉継の陣があった山中村へ陣を移し、休養を取った。
論功行賞と三成の処刑
輝元の大坂城退去と毛利氏の処分
島津氏の処分
 宗茂降伏後、家康は直ちに島津義久討伐を九州の全大名に命じた。最終的に家康に従った、九州の全大名が兵を動員して出陣し肥後水俣に進軍。これに対し島津義久は、ここで最終決戦を行おうと兵を総動員して北上させ、薩摩・肥後国境に軍を進めた。

上田山崎｢だれが徳川家康に従ったんだろう。｣

九州連合軍は、黒田、立花、鍋島、加藤である。11月22日に義弘が、家康に謝罪の使者を送ったため島津征伐は中止となり、九州連合軍は撤退、以降家康と島津氏の間で交渉が行われた。島津義弘は関ヶ原の退却戦において傷を負わせた井伊直政に仲介を依頼したところ、直政はこの仲介要請を受諾し、以降徳川方の窓口として、島津義久、島津忠恒と戦後交渉をした。家康は義弘上洛の上で謝罪することを再三迫ったが、義久・忠恒は本領安堵の確約がない限りは上洛には応じられないとしてこれを拒否し、交渉は長期化した。島津側は家康に対し、そもそも家康の要請で義弘が伏見城守備に就こうとしたが、鳥居元忠に拒絶されたために止む無く西軍に加担したのであり、積極的な加担ではないと主張した。

その後2年にわたり交渉は続けられたが、最終的に家康が折れる形で直筆の起請文を書き、慶長7年（1602年）3月に薩摩・大隅・日向諸県郡60万石余りの本領安堵が決定された。

上田山崎｢戦争になっていない。｣
前川｢そのほうがいいだろう。｣
上田山崎｢西軍か東軍かの2択しか無いのか。｣
前川｢そうなんじゃないのか。｣

西軍
指導者・指揮官
大坂城守備隊
￼ 毛利輝元

本隊
￼ 石田三成 ￼
￼ 毛利秀元
￼ 宇喜多秀家
￼ 大谷吉継 †
￼ 小西行長 ￼
￼ 島津義弘
ほか

奥羽本隊
￼ 上杉景勝 
￼ 直江兼続
￼ 本庄繁長

大津城攻撃隊
￼ 毛利元康
￼ 立花宗茂

美濃・尾張守備隊
￼ 織田秀信￼

山田上川｢何故戦争するんですか?｣
前川｢ヤジド教って何なんだろう。｣
山田上川｢何でイスラム教過激派の人は、戦争しなければならない箇所を抜粋するのを好むんでしょうかね。｣
前川｢得意だからじゃないの? 野球得意で野球やる人と一緒で。｣
山田上川｢成程。野球はチョロいという訳ですか。｣
前川｢そうかもね。｣前川は、本を探していたが、そしたら春画を見つけた。彼は言った。｢ジャンル分けすべきなのか？｣
山田上川｢え? しない事にする。｣
前川｢そうか。｣名前順にしておいた。｢なんでしないの?｣
山田上川｢春画禁止されたく無いからです。｣
前川｢この方法で正しいかは、やってみないとわからない。｣

山田上川の措置が正しかったかは、不明であるが、私の直感としてはこうだった。さて、山田上川が、学校から、家に戻る最中、誰か彼女に声をかけた。男女2人組であった。女子の方が発言した。こう発音した、｢%##&&%*& を 渡せ。｣
山田上川｢は?｣ %##&&%*& と 言った人の名前は、松本(しょうも)に しておく。
しょうも｢耳悪いのか？｣もう1人の名前は、鬼頭(きと)に しておく。きと は 言った。
｢人間には難しい発音の筈だ。%##&&%*&｣
しかし、腹減ったな。此処カロリー制限激しいんだよな。脳作業できん。
しょうも は 拳銃を向けた。｢何でも、サイレンサーは難しい機能らしい。でも私を油断してはいけない。私を刑法で裁けると思うな。｣
きと｢あ。駄目。脅すなしょうも。ってのは、この人はまだ、%##&&%*& を なんだか、理解してない段階なんだからさ。鞄貸して?｣
山田上川に、拳銃見せるのは、効率が良くて、山田上川は、鞄を大人しく差し出してしまった。きと は 受け取った。で、%##&&%*& を 持ち出した、山田上川には、一見して、本に思えた。以降謎の本と呼ぼうか。
きと｢感謝する。｣彼は、鞄を山田上川に返した。山田上川は受け取った。山田上川は言った。
｢あなたたちの 計画が、上手く行くといいですね。｣しかし、思い当たって続けて言った。｢暴力的手段で解決なさるのですか。｣
きと｢言わない。｣
しょうも｢勝てなきゃ意味無いんだよ。｣
山田上川｢私に被害ないなら戦闘してもいいです。｣
しょうも｢その程度の線引きはすると思うよ。｣ 2人は立ち去って行った。

山田上川は、きちんと家に戻って、翌日、クソマジメに、学校へ出た。さて、クラスには、クラスメイトがおり、その内の1人に、前川でも、つか でも 無い人がおり、松木(しょうき)という 人であった。しょうき は 山田上川に言った。｢おはよう。｣
山田上川｢私には一切不満がない筈だ。でも何でこんなに、空腹なんだろう?｣私が空腹だからである。病棟にぶち込まれている以上、一定量以上は食えない。不満の原本がある。此処に。山田上川は、非常に貧しくて、食事が足りてないかも知れない。
しょうき｢顔色悪いね。大丈夫?｣
山田上川｢駄目だ。｣ 彼女は、机にうつ伏せになった。｢餓死しない程度に苦しめられる生活だ。｣
しょうき｢大変だね。｣

山田上川は、安田に言われた。｢校長室へ来なさい。｣
山田上川｢然り。｣彼女は あんた に ついていった。そして校長室へ。誰もいなかった。椅子を、山田上川は勧められ、着席し、安田も別の席に座った。あんた は 言った。
｢私達も、謎の本 が欲しいんだ。｣%##&&%*& を 翻訳して表記している。｢もう奪取したと、犯行声明が送られてきたのさ。あなたは、謎の本を探すのが得意らしい。私は暫くあなたに随行する。｣
山田上川｢然り。この間誰かに渡しました。｣
安田｢そうか。それはもう済んだ事だ。｣2人は、放課後屋外を歩いていた。そしたら、しょうも と きと が 現れた。しょうも は 山田上川 に 言った。
｢あなたがいないと、アレが起動しなくなっている。一緒に来てもらう。あとアンタ誰?｣
あんた｢あんた です。｣
山田上川｢え? えーっと、わかりません。｣
しょうも｢来なきゃ風穴を穿つ。｣
山田上川｢行くしか無いんでしょうね・・・｣
きと｢こんな風だな。｣ 起動した。｢謎の本の起動に成功すれば、風穴より安全に行動させられる。例えば、こっちに来てもらうとか。｣ きと は 山田上川 の 身体や 脚 を 操り、安田から、離れさせ、自分たちの側 へ 移動させた。鬼頭 は 謎の本 を 開いて片手で支えていた。謎の本 の 開かれたページは、光っていた。何だか。
しょうも｢やったね。残念だったわね、紳士。｣紳士とは、安田の事である。
きと｢更に。｣きと は あんた へ 謎の本を使った、攻撃を開始した。あんた は 逃げようとしたが、攻撃は、あんた を 掠めた。肩が吹っ飛んだ。然し流血しない。あんたは、背を向けて逃げ出したが、身体は金縛りに遭って、地面に倒れた。口も動かなくなった。山田上川は言った。
｢肩が・・・｣
しょうも｢肩が無くなったけど、傷はふさがっているし、このままでいいんじゃないのかな。｣
きと｢弱いし無傷にしてやるかというと、うーん。｣彼は攻撃を続け、安田の手足を、床に、外部から縫いつけた。内部では無いので、傷にはならないが、圧力は高かった。鬱血しそうである。きと は 山田上川 の 動き を コントロール したままに、してある。さて、きと と しょうも は 山田上川 を 連れて、自分家へ、ワープして、戻った。そこは、バベルみたく高い、石の塔で、雨雲に達し、雨に包まれていた。ワープしたので、屋内へ直行できていた。しょうも は、山田上川 を きと に 任せておいて、別の部屋に、歩いて移動して、
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山田上川がいる。さて、山田上川は学校へ行った。多分中学。決めていた。何を? 図書委員を。しかし図書委員って本当に必要でしょうか。

安田(あんた)は宣言した。｢図書委員がいれば、司書がいらず税金を節約できる。なので成れ。｣安田は教員だった。

山田上川は、安田に尋ねた、｢図書館に、エロ本って存在するんですか？｣あんたは答えた。
｢ある。｣
山田上川｢成程。｣彼女は着席した。前川(ぜんか)は、言った。
｢エロ本以外の本に興味がありません。｣
安田｢他の本への興味も必要だ。徳川家康知っているか。｣
ぜんか｢徳川家康で性的な事してしまいましょうか。｣
安田｢戦争とか政治の本もあるんだよ。｣
前川｢厄介だな・・・｣
山田上川｢戦争は必要悪だと思います。｣
安田｢山田上川図書委員やるか?｣
山田上川｢やります。労働条件悪ければ逃げますけど。｣さて、津川(つか)がいた。つかは言った。前川へ。こう言った。
｢ぜんか、多分だけど、山田上川さんは、性的におおらかな人で、彼女に、普通の本を任せつつ、あなたは、性的な本を整理すれば、いい人と会話するチャンスとなるんじゃないか。｣
前川｢成程。つまり、私も図書委員に立候補するって事だな。立候補します。｣
安田｢やりたいならやればどうだ?｣ 決まった。



